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1 講:レムナント宣教師の実現-自分の実現「この日以来」(Ｉサムエ

ル 16:13) 

現チーム:I 歴代 29:10-14 2 講:レムナント宣教師の実現-神様の作品実現 

(ローマ 16:25-27) 
＊序論 
▲私たちはレムナント宣教師だ。レムナント宣教師で何をしなければならない

のか。私を実現しなければならない。自分の実現!Ｉサムエル 16:13、ここ
での鍵(key)は「この日以来...」だ。 

▲みなさんが、いま一番によくしなければならないことが何か-インターンシ
ップ 

みなさんが今から少しだけ、一時間ずつだけインターンシップをしなさい。 
(1)本(各分野)-本を読むとき、各分野の人の中に入らなければならない。一生

の間に死ぬ時まで一時間ずつはインターンシップをしなさい。 
(2)専門性-これを発見した後に専門性を持つためにずっとインターンシップ

に入りなさい。 
(3)生活-そして、これが生活の中で現れるようにインターンシップをするの

だ。 
▲ここまでが、みなさんが絶対に、絶対に、しなければならない序論だ。この

ときから、みなさんはいくつかのことだけすれば良い(詩 78:70-72)  
1.小さいこと-とても小さいことをしなさい。 
(1)小さな成就-とても小さいことを成就させてしまえば「あぁ、あのようにす

れば良い!」ということが見えるようになる。 
(2)小さな実践-とても小さい実践をしなさい。 
(3)小さな挑戦-とても小さいことから挑戦しなさい。 
▲レムナント 7 人が序論の祝福を受けていたが、とても小さいことからはじめ

た。今日から私ができること一つから一つずつ実践をしなさい。そうすれば、
大きいことは神様がくださるようになっている。 

2.3 つの実現-この時から 3 つの実現がくる。 
▲すでにみなさんはレムナントという未来が準備ができている。今は実際的な

答えの中に入らなければならない。 
(1)契約の箱(過越祭、使徒 1:1)-ある日、大祭司のサムエルが訪ねてきて契約

の箱の話をした。ここで答えが出たのだ。それで、神様があなたを訓練させ
たのだ。そして神殿を作って契約の箱を移しなさい。 

(2)主の霊(五旬節、使徒2:1)-その日から主の霊がダビデに大きく臨んだのだ。 
(3)力(仮庵祭、使徒 3:1)-この時からダビデには戦えるものすごく大きな力が

現れた。 
3.その日以来-その日以来、何が見られるのか 
(1)祈り-ダビデがその日以来、祈りが変わった。 
1)文-ここで多くの文章が出てきた(詩篇が 73 個)  
2)賛美-多くの賛美をするようになって聞くようになった。 
(2)力と技能-獅子と熊に勝つほどであった。 
(3)事件-ある日、事件が起きたがゴリヤテが現れた。他の人はみな難しいが、

ダビデにはやさしいのだ。 
4.福音の結果 
▲今、神様がくださる契約を握っていれば、福音の結果になる。 
(1)ペリシテ降参-ダビデという人物が出てきたとき、完全に降参した。 
(2)世界福音化-ゴリヤテを殺した事件が全世界にうわさとして立った。 
(3)栄光- 「主のしもべ、ベツレヘムの人エッサイの息子です」みなさんが成

功してしまえば主に栄光がささげられる。みなさんの故郷が栄光を受ける。
みなさん両親が栄光を受ける。 

＊結論-ダビデの 5 つの時期。今から始めなさい。 
(1)ダビデの幼年時代-神様のみことばと多くの分野にインターンシップをし

た。 
(2)青少年時期-すでにタラントを発見して、主の霊に満たされる恵みを受け

た。そしてゴリヤテを倒した。まことの勇気を持ちなさい。 
(3)青年時期-青年時期には苦難をたくさん受けた。世界を生かす準備、王にな

る準備をした。 
(4)王の時期-契約を持って神殿を作る準備をみなした。 
(5)老年時期-神様を正しく知って、正しく信じる後継者を完成 

▲これがみなさんが受ける祝福だ。 

▲みなさんがインターンシップの方法がある。 
(1)現場を見るのだ。 
(2)専門家に会うのだ。ところで限界がある。 
(3)本を読むのだ。 
▲どのようにすれば、私を正確に発見ができるのか。 
1.発見-私を正確に発見するためには何をしなければならないのか 
(1)祈り-祈りから習わなければならない。 
▲福音を味わうこと、みことばを味わうのが祈りだ。今日から 5 分だけでも
良い。こういう状況の中で福音でどのように解釈するのか。神様がくださ
ったみことばを私がどのように握るのか。このとき、伝道の目で見えるよ
うになり始める。これが私を発見する方法の最初だ。 

(2)6 年→ 60 年 
▲みなさんが中高等学校の時期が 6 年だ。今から 1 年が 10 年のようにイン
ターンシップをしなさい。1 年を 10 年にしなさい。中高等学校を卒業する
とき、すでに大人たちが持っている答えをみな得なければならない。これ
がユダヤ人が話す成人式だ。レムナントは成人式を越えた使命式を持って
目を開きなさい。 

(3)具体的-そして可能ならば、具体的なことを握りなさい。 
2.職業-みなさんが行かなければならない職業紹介を少ししてみる。 
(1)資格を取る職業がある。 
1)資格試験-司法試験、行政国家試験、外交官試験、税理士試験。これを 

韓国でする人は韓国外に行ってはいけない。 
2)医師-韓国外に行く必要はない。本格的に戦うのだ。 
3)専門職-薬剤師、教師、警察、軍人 
こういうものの特徴は、資格証明を取る専門職だ。 

(2)競争力ある職種がある。 
1)経済側に、2)金融側に出てくる。 

▲これを韓国でしようとするなら、韓国外に幼い時から出て行く必要はな
く、後ほど基盤を作ってから出て行ってもかまわない。 

(3)先進化、世界化 
1)科学者、2)IT、3)生命工学分野は、韓国外にはやく行くほど益だ。特に 

生命工学側は、未来型だ。こういう部分は韓国外にはやく行くほど良い。 
(4)特殊分野 
▲教授、牧会、事業、文化、こういうものは特殊分野だ。こういう分野はあ
る程度、みなさんが土台を作っておくのが鍵だ。土台を作りながら動くの
が最も鍵だ。 

3.最後にしなければならない部分-I 歴代 29:20-14  
▲いちばん最後にみなさんがしなければならない部分は、I 歴代 29;10-14 節
だ。みなさんが何まで考えなければならないかというと、社会奉仕、教会
奉仕、ある面では政治までも考えなさい。 

＊結論 
▲みなさんは教会に何か重要なことを残しなさい。いまは私たちのレムナン
トは起きて、教会に何かを残しなさい。ダビデはこれをするために文化、
政治、経済をみな掌握した。一番最後にしたのが教会堂建築だ。ダビデは
素晴らしい人生を生きた。そして言ったことばが I 歴代 29:10-14 節だ。
私たちのレムナントの中で、こういう人物が出て来ることができる。今、
みなさんの年齢は何でも挑戦すれば勝利できる年齢だ。「私たちはレムナ
ントです!私たちは心配する必要ありません。今日から始めましょう!私を
発見しましょう!」 

＊序論-ともに 
▲聖書で最高の約束は何か。神様がともに(世界の基が置かれる前からと

こしえまで)。それでみなさんは一つだけ持って行けば良い。 
▲脳-おもに肉的なものと霊的なものとに分けられる。ところで、私たち

はずっと肉的なものだけしている。それゆえ、脳が片方にだけずっと
発達する。だから、考え、性格、体質、中毒になる。 

▲レムナント 7 人は、早くから霊的なことが成り立つ祝福を受けたのだ。
それで、みなさんが黙想、定刻祈り、集中祈り、常時祈り、24 時祈り
を始めなさい。一日に 5 分、10 分でも祈りにこういう(エクスタシー
Ecstasy)段階に入れば、すばらしいことが行われる。これがみなさん
が見つけ出さなければならない答えの中の答えだ。このようになると
き、神様の作品をどのように実現するのか。 

1.はじまり 
(1)祈りの力だけ持っていれば全部、機会に見える。 
(2)創世記 41:38 ヨセフ、出 3:18-20 モーセ、Ｉサムエル 3:19 サムエル、

Ｉサムエル 16:13 ダビデ、Ⅱ列王 2：9-11 エリシャ、イザヤ 6 章イザ
ヤ、Ⅱテモテ 2:1 パウロ-テモテ 

▲全部この力を持って生きたのだ。私たちのレムナントがこれを握って
こそ、世界を征服できて、学業も征服することができる。 

(2)内容-この時からは、とても重要な内容が見え始める。 
1)使徒 1:1、聖書全体がこの話だ!キリスト! 
2)使徒 2:1,五旬節の日になって...マルコの屋上の間の答え 
3)使徒 3:1、この時から世の中を見る目が開かれる。 

2.神様の作品 
(1)過去(土台)  

1)反対に-みなさんの家は必ず長所があって短所がある。そのとき、反 
対側の方向を見ることができなければならない。 

2)霊的問題-家族が霊的問題が激しい時は、完全に時代的メッセージで 
握らなければならない。レムナントは徹底的に自分の準備をしなけ 
ればならない。 

(2)今日(作品)-今日をすばらしい神様の作品に作らなければならない。 
(3)未来(準備)-未来に対する準備は五つだ(散らされた者-派遣された

者、残った者、隠された者、サミット、伝道弟子) 
3.ローマ 16:25-27、この時からこの答えがき始める。 
(1)ローマ 16;25、世々に渡って長い間隠されていたこと(福音回復)  
▲モーセ、ダビデ、イザヤ、初代教会、ルター、レムナント(レムナント

運動)  
(2)ローマ 16:26、いまや現わされたこと-レムナント運動(メッセージ)  
(3)ローマ 16:27、とこしえまで-未来(重職者運動、宣教師、牧会者) 
＊結論-みなさんがこれから受けなければならない答えだ。 
(1)祈り Oneness-全世界が祈りでワンネスになる答えがくるようになる。

これがレムナント運動だ。 
(2)3 つの企業-レムナントを通して、社会的企業、文化的企業、宣教的企 

業が起きるようになる。 
(3)秘密決死隊-私たちのレムナントを通して、みことば、祈り、疎通が

全世界に起きる。 
▲これがみなさんが作り出す神様の作品だ。これを置いてもうみなさん

はずっと祈るよう願う。 
▲決断- 24 時祈り+いやし+集中祈り 
(1)24 時祈り-今から私と私たちのレムナントと全世界の伝道者が通じる

一番良い祈りが無条件に祈ることだ。 
(2)深い祈り(朝、寝る前)-いやし 
(3)答えを得る集中祈り 
▲「あなたは時代を生かすレムナントです」 


